
Now－Blen ニューカッスル生ワクチンの  

投与試験  

田 中  実  丸 山 武 和   

8－1Tγ叩生ワクチン（NeⅥ一戸len）の効力を野外で突験する機会を得たので、次の計画  

に基き実摩した。  

（1）試額方法  

供試ワクチ／ Lot一番号エポットラボラトリーズ  

Serialノ監7074生ワクチン  

（お1－type）・商品名New－B】en  

供試観間 44年4月18日よカ5月27E∃まで4口日間  

供 託 慰経 口ードホーン雄 140羽  

（浅川系バーメンター糸口ード♀×B系白レクる）  

区  別 対 只笥 区  

点 鼻 区  

飲 水 区  

点 眼 区  

55羽   

55羽   

55羽   

55羽  

生ワク投与法   

誇一回餌付後 5日目   

点鼻区 片方の鼻孔な黍く押え一滴点下   

飲水区 江戸川分場内設置井戸地下水俊恥1羽当り8c．c．ぐ1dose）   

点眼区7片方眼底1滴点下  

界二回は餌付後25日臥 全群飲水投与（－羽当少さOc．¢．）2dose与えた。   
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飼育管理  
l、ヽ   

村井式50い羽用ブルーターセゲージ上段から、対照区、点崩、飲水翠、点眼区にそれぞれ   

55羽ずつ収容し，日本配合伺朴チ，クフ・－・ドのフ■Ⅷ協働とト各区それぞれ14～＝羽をラ  

／ダム匪選んて粟帯をつけた。ふ化捺1カ月已に中馬式中莞筐ケ・－ヅに蒜勤し、1区占～7羽に分   

け、対照グループは同居感染を防ぐため翌晩 閉講とも2栄位ぶした。   

H．Ⅰ．抗体調査比俵大川昆研究垂で許イ寸後5日∈L20［用（第1回生ワク投与後2週間目），   

40日目（1．000 軋も．つ億儲凝頑堰憑扇）と引司謁査し、その結果は策2表の通力であった。   

なお、第2表のグループ別の各個件のTiterの平均頒（0．M）な計算すると第5褒のとか   

わとなる。  

第2表  HI抗体ぷ巨査  
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餌付蒔  40日巳  14日目   
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第2衰の各個体の2閻管段深集佃Dを次式  

D＝ ‖）× 20十Ⅹ  

によ少変換奇行ないⅩ伍につレ、てT鞍定吉行長うと各区間托有意善が孜いことは明らかである。  

しかし、見かけ上点勇一区按亘稚気道内に入るためでiterは接続している。また飲水区は∴点丸  

点択区把比し低いム■ ∴  

佐藤扶1，0＝叫ふ〇による攻啓試験は農大川島研究室で実施された九磯臭は第d褒のと  

かカである。  

第 4 ±羨て二：  

1  

d6日 

0・D＝ぴ11 0．Ⅰ）ニ5．イ＝   0．n＝5／11   D；去d／7   

N．S妄二5／11  
5 日 巨  4 E！∃  5日臼ニl  ー‾‾‾‾ I   

0／12   肇讐 ＼＼              u  】        区  N．S＝2／11  N．S這え／11 N．Y＝＝一1／11   Dコ4／1．1 N．Y墓1／11  区  ■N．占こ1／15  D二＝レ15 A＝＝1／15 l  D／、12 ・ゝ  
aD＝1qパ2  

墓 
区   D／12  跡、   0ノ′12   

N．8ニ1少12  

区   0／15   0／15   0／15   

n  N．Sコレ15  

対  照  

点  鼻  

飲  水  

点  眼  

0．D≡緑俊  NY＝≒頻死  B／A  

考 N．S〒神嘩症状 A＝食欲ナシ   B≠＝超匝こあるひなの羽数  

D；へい死  A＝全羽数  
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考  察   

窮4票把エると飲水区には、昂便、相続状な丑するものが80％出現したので、或いは投与   

法の不凍指さのためてはなかろうかと反省させられた 。この場合の飲水投与法は指示に従h．前   

日夕方少を目軋給水し、胡生ワクを投与する方法をとった。飲水岩は受皿式のもので、稀釈忙は   

当場深井戸用水を使用した。ブルー〆欄は西側托窓のある暫埴生把設侵し、直射日光は入らない。   

飲水器は生ワタ投与前に井戸水把浸潰し充分洗潤した。   

点鼻法は片方の鼻孔をしっか♪押えないと充分濫を吸入し孜いので注意すべきで塗る。点眼区   

は点滴後の浸透が早く確爽であった。  

すをわち生ワクチンの取扱い万や，菜摘技術的をものが的確で売ぃと、効果に相当関与するこ  

とが考えられる。   

総  括   

・（1）点丸 点眼．飲水区の順に抗体価が低く全区とも第2回の飲水投与の結果は、第1回自の時  

よカ平均的妃低く孜っている。  

攻撃前の試験4区のHIの0．M値は対照区0．d”、点鼻区1．025、飲水区0．824、点眼   

区0．82dを示し、ワクチン投与後もH．Ⅰ．の著明を上昇は認められなかクた。  

（2）攻撃テストの結果全区とも耐過したが、飲永区は緑風．神錬症状を呈したものが大半であっ   

た。これ陀反し点鼻、点眼区は一羽神経症状を認めたのみで、残少は全部無症状て耐過した。   

すをわちワクチン襖稚後は低いnI価を示したが、いずれも免疫を獲得していた。  

（3）対照区は解始Titer 5＞で、野外及び他の生ワクチン投与区からの感染は認められず、  

佐藤株1．O D OM．L．D攻撃に対し91．9％の弗死率を示した。  

（4）以上本生痔予防液（N七Ⅵ・E＝（＝）はニ■－カ，スル病予防忙有効てあると考える。  
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